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5月朝会の話「愛校心」「校歌を愛する心」
ゴールデンウイーク中に、群馬県の警戒度が４に引き上げられたことから、5 月 7 日の朝会は体育

館には集まらず放送で行いました。概要は以下の通りです。

「西小学校が好きです」「西小学校を大切に思っています」という人は、「愛校心」がある人です。

愛校心とは、「学校を愛する心」と書きます。校長先生は西小が大好きです。西小がとても大切で

す。みんなにも西小が大好きで大切だと思って欲しい。そのために、まず、西小の校歌を愛してほ

しい。

校歌には、学校を大切に思う気持ち、学校でみんなで頑張ろうという気持ちが込められています。

西小の校歌は、西小学校の目標「なかよし、きぼう、げんき」のことを歌っています。

１番は「さあ今日も力いっぱい学ぼうよ みんな仲良く」と、「なかよし」について

２番は「思い切り汗を流せば さあ今だ伸びるいのちを鍛えよう」と、「げんき」について

３番は「あの（富士山の雪の）ように高く輝く日本の明日を築こう」と、「きぼう」について

歌っています。それから、校歌というのは、みんなが卒業して、何年経っても、何十年経ってもず

っと覚えている素敵な歌なんです。

だから、本当は全校みんな一緒に、マスクをとって、思い切り元気よく歌ってほしいんだけど、

去年からそれができなくなってしまいました。いつ、マスクをとって歌えるようになるかわかりま

せん。そこで、せめてみんなに校歌を聴いてて欲しい、そしていつも心の中で歌っていて欲しいと

思い、お掃除の時間に校歌を流してもらうことにしました。

昨日の朝掃除の時に校歌が流れていましたね。あの校歌、誰が歌ってると思いますか？今の６年

生です。西小のみんなに学校や校歌を愛して欲しい、そのために、６年生が協力してくれました。

これからみんなは６年生が歌ってくれた校歌を聴きながら、西小学校を大切にしようという気持

ちをもって掃除をしてください。みんながそういう気持ちで掃除をすると学校じゅうがぴかぴかに

なって、さらに気持ちの良い学校になります。

お知らせ

群馬県の10市町で「まん延防止等重点措置」の適用を受けることになったことから、6月に予定していた5年

生の林間学校は行うことができず、2学期以降に延期することになりました。

今後も感染拡大状況に応じ、様々な直前変更・延期・中止等があるかと思いますが、ご理解とご協力をお願

いいたします。また、感染症予防の対応(ご家族そろっての毎日の健康観察、体調不良の場合は登校を控える

等）についても、引き続きご協力をお願いいたします。
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国旗に込められた意味を知ろう！その２「ペルーの国旗について」

建国の英雄サンマルティン将軍が見た、翼が赤く胸が白い鳥に由来す

る旗です。白は平和と名誉を、赤は勇気と愛国心を象徴しています。

通常は国章のないデザインのものを使いますが、国の公的機関は右図

のように中央に国章の入ったものを使用します。国章は左がラマ、右が

キナというそれぞれペルー特産の動植物で、下は財宝で豊かな鉱物資源を表わしています。


